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結 論

緒 言

滲出性肋膜 炎二於 ケル循環 系 二關 スル研究 ハ既

二前世紀末以來行 ハ レタ レ ドモ專 ラ滲 出液 ニ ヨ

ル機械的障碍 ニ ツキテ論 ゼ ラレタ リ。先 ヅ1876

年Lichtheim(11ノ ・肺血管 ラ 廣汎 二亙 リ循環 系

ヨ リ絶 縁 スルモ大循環及小循 環 ノ血歴 ハ不憂 ナ

ル テ認 メ、肋膜 炎滲 出液 ノ循環 系 二及 ボス影響

ハ肺血管 ノ厘i縮ニ ヨルモ ノニ非 ズ シテ心臓及大

血管 ノ歴迫 ニ ヨル ト述 べ、Gerhardt(2)モ 肺 血

管 ノ巫縮 ヲ否定 シTrousseau(3}ノ ・肋膜 炎滲 出

液 ノ・心臓 ラ歴迫 シ且大 血管 テ轄涙(Torsion)ス

ト述 べ、Bartel(4),Rosenbach(5)之 二 質 セ リ。

コ レニ反 シ、Lichenstern(61ノ ・肋膜炎患者 ノ突

登死 テ研究 シ、滲 出液 ニ ヨル静脈 幹 ノ轄涙 ハ考

へ難 ク主 トシテ心臓 ノ歴迫 ニ ヨル モ ノナ ラン ト

記 セ リ。然 レ ドモf苛Gr5fe(7)(1921)ノ 如 ク滲出

液 ガ肺動脈及大動脈 ノ絞窄 ラ起 ス ト考 フル者 ア

リ。又Bruns(8)(1912)ノ ・心臓 ノ移動 ガ滲 出液 ノ

多少 ニハ關係無 ク專 ラ縦隔 寳 ノ可動 性如何 ニ ヨ

ル モ ノナル事 テ臨躰 上及動物實験 上謹 明 セ リ.

ソ ノ他EpPinger(9)及Hofbauerノ ・(1911)横

隔 膜 ノ低下 テ考慮 スベ シ トナ ス。

血歴 二就 キ中稻(10)ハ漁 性肋膜 炎二際 シ血座 下降

テ認 ムル事 アリ トイフモGerhardil2)及Rosen-

bach(5)ノ ・動 物 ノ肋膜腔 内 二水、盤 類溶液 「カ ・

テ」脂等 テ注 入セル 實験 二基 キ血歴不攣 ラ 圭張

ス。 而 シテ 且ensen曳11)及Stachelin(12)ノ ・肋膜 炎

時 ニノ・血歴上昇 スル ラ常 トシ若 シ下降 ス レバ豫

後不 良 ナ リ ト述 ブ。

脈搏 敷 二關 シ 中稻 ノ・檜加 ス トナ セ ドモRosen-

bachl5)ノ ・減 少 ス ト述 べStachelin(12)ノ ・熱 ノ有無

ト滲 出液 ノ厘i迫如何 二關係 ス ト稻 ス。脈搏 ノ性

状 二就 キRosenbach(51ノ ・奇脈 ラ示 ス事 多キテ

認 メStachelin(12)ノ ・脈欄 玖ト脈搏 性状ノ・心臓 歴

迫 ノ程度 テ示 入ト爲 シ肋膜 炎時 ニノ・吸氣時 二脈

搏小 トナル テ特 有 トス ト述 べ、又肋膜 炎患者 ガ

呼吸性不整脈 テ示 ス事 アルハ迷走神経 中櫃 ノ不

安定 二依ル ニ非 ズ シテ滲 出液 ノ機械 的障碍 作用

ナ リ ト構 ス。

心臓 分時途 血量 二關 シBruns(8),板 倉(13)等ノ・動

物 肋膜腔 内二 「パ ラフ、ン」等 ラ注 入 シタル際 ソ
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ノ減 少 ラ認 メタリ。井早1↓ワ・肋膜 炎患者 ニ ヅキ

テ分時逡血量 テ検索 シ有熱時 ニハ増加 シ解熱後

滲出液 尚多量 ニ シテll込迫症状 テ示 ス トキノ・却 ツ

テ減少 シ滲出液 ノ吸牧 後咲 第 二正 常値 二復聾 ス

ルテ認 メタ リ。井 早 が有熱 時、無熱 時 ヲ匠別 シ

肋膜 炎 ノ循環系 テ 軍ナル 實験動物 ノ 「パ ラフ,

ぞ」胸 ト匿別冊:究 セル 黙 ハ 從來 ノ研究者 二比 シ

ー一段 ノ進 歩 テ示 セルモ ノニ シテ肋膜 炎自禮 ノ分

時途血量 ノ意義 テ明 カー セルモ ノナ リ。叉循 環

時間 ニツキテ苅谷覧ノ・滲出液増加 時 ニノ・遅緩 テ

認 メ、Kroetz(16),Cordier(17),Villaret19!,Po-

gany(19)ノ・右側疾患時 ニノ・静脈歴 ノ上昇 テ認 メ、

Sy】la(20)ノ・右側 滲出性肋膜 炎 一八 左側罹患時 二

於 ケル ヨ リモ遙 カニ少量 ノ滲 出液 ニテ心悸先進

及呼吸困難 テ來 ステ報 ジタルモ、 ヒ トリ循環血

液 量 ノ測定ノ・内外 未 ダ ソノ報 告 テ ミズ。

近時Nonnenbruch鋤,Sylla(20),Hocbstetter(22)

等 ハ肋膜 炎 ノ滲 出機軸 ノ・專 ラ局所的 ノモ ノニ シ

テ全身水分代謝 トノ・無關係 ナ リト爲 シ治療上 二

於 ケル利尿剤 ノ濫用及水分制限 ノ不常ナルテ述

べ:タリ^

著者ノ・滲出性肋膜炎患者ニツキテソノ経過 テ追

フテ循環血液量、循環時間、脈搏撒、血墜 テ測

定 シテソノ滲出液最良罹患側 トノ閉係ニツキテ

検索 シ、併 セテ血色素量、血清蛋 白量、赤沈速

度 ヲ参考 シテ水分代謝 ノ問題 テモ洞察 セント企

テタリ。

測定方法ハ第一報肺結核患者二於 ケル モノニ同

ジ。

肋膜炎 ノ症状経過 テ分類 スルニ當 リテノ・滲出機

軸吸牧機軸、結核菌毒素作用 テ考慮 シ有熱乏尿

期、有熱利尿期、解熱利尿期、恢復期 二臨分 シ

之二再登悪化ノ例 ヲ'追加 セリ。

尚實験二供 シタル患者ノ・坂口内科 ノ入院及外来

患者ニシテ24歳 一18歳 ノ男子 ノミラ選 ビ、從

來狭義 ノ特螢性滲出性肋膜炎 ト名付ケラル ・如

キ症例 ノミラ用ヒタリ。

第一軍 費験 成績

滲出性肋膜炎患者14例 ニツキ30回 二五 ツテ循

環:血液量、循環時間等ヲ測定 シタルニ循環血液

量及循環時間共二著 シク正常値 ヨリ増減 セル例

第 一節

第一項 有熱乏尿期

左側4例 、右側3例 ノ有熱乏尿期患者ニツキテ

ノ測定成績ノ、循環血液量、罷重毎冠97.6-85.5

第1表 有
ト 　

!血1血

ナ シ。 コ レニツキ一方 ソ ノ病攣及滲 出機軸 ノ時

期 ヨ リ観察 シ他 方各例 ノ経過 二 依 リテ観察 セ

リ。

肋膜 炎 ノ各 時 期 ト循 環 血 液 量

蝿、血漿 量54・5-42・2耗 ニ シテ共 二 正常値 ノ

上界1又 ノ・ソレ以上 二位 スル モ ノ多 ク血球量ノ・

46・5-36・3耗 ニ シテ 概 ネ 正常域 内 ニ アリ
。 是

熱 乏 尿 時

氏

名

患

側
副 劉鋤簾

■ 左 著 明t37・6
一　 }

981123-611一
■ 左 中 等座 隅7.8

1
85 109-68

■ 左 著 明 38.2 96 124-74
左㌧一 畠__}_ _昌___一著 明 38.21 921 130-55■

一
有無乏尿時左側疾患番卒均

■ 右一『
右
一 一 剛

右

著 明 38.6 77 122-62

■鯛一
■

稽 く著明 37.8 78 121-53

著 明 38.7 82 102-52

一_7一 一

、一}__ 酔

有無乏尿時右側疾患者干均

有無乏尿時卒均

へ秒
)

循
環
時

へ蝿
)

血
球
量

へ
耗
)

血
漿

量
へ耗
)

血
液

量

循
環
商

搏

出

商

で 烹9一

〇.33

　

…血量 血蛋 赤

象ぎ1清艶 齢,
97.3

88.7

88.7

R5,5

90.1

97.6

R9.8

91.4

92.9

(蝿)

91.3

54.5

46.3

42.2

49.2

48.1

52.4

52.7

-5a■

52.8

(蝿)

50.1

llill器

llil
42.019.2

45.211り.6

37.113.5

38.1

40.1

(蝿)4

1.2

12.1

(秒)

10.6

092

182

28.6

26.9

21.6

24,3

26,9

0.31

0.35

0.28

0.32

0.32

13.2

1↓.0

15.9

12.1

13.8

13.9

12.1

12.2

12.17

(瓦00

133

8.3

8.5

8.0

7.7

8.1

7.5

7.8

7.1

7.5

瓦%)7
.8

i64　 『

78

36

(4

一70
65

66

.6◎耗

69
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等 ノZF均 値 ノ・血液 量91.3耗 、 血漿 量50.1:耗 、

血球量41.2耗 ナ リ。循環 時間ノ・左側罹 患例9.3

-g .0秒 、右側例13.5-10.6秒 ニ シテ左側例 ノ・

流血 速度梢Z促 進 シ從 ツテ循環商大 ニ シテ左側

例29-28.1、 右 側例26.9-21.6ナ リ。 搏 出商

ノ・左右側共 略z等 シク シテ0.35-0.28,即 正 常

値 下城中 ニ アリ。ll旺色素景 ノ・15.9-12,1瓦%、

血.満蛋 白量8.5一 一7.1瓦%テ 示 セ リ。

本時期 二於 テ循環ln1液 量 σn漿量If[1球量 が何 レモ

疾 患側 ノ左右 ト無 關係 二略Z同 様 ノ値 テ示 シタ

ルニ循環 時間及循環商 が左右 ノ疾 患時 二於 テ差

異 テ呈 シタルハ左側疾 患者 二脈搏 数増 加 ア リシ

爲 ト思惟 λルラ妥 常 トナ なべ シ。而 シテ搏 出商

ノ・左右共 略 く同値 ニ シテ心臓搏 出量 自身ノ・疾 患

f則ノ左右 三無 関係 ナ リn

第=項 有熱利尿期

有熱 乏尿期 二死 ジ テ滲 出液 ヤ ・減 少 シ脈搏 数正

常 二近 ヅキ赤沈速 度 ノ促進 モ梢 ≧減 退 セル(112

-25粍)時 期 一 シテ、斯 ル 症例 左側3例 、右側

第2表 有

氏 患 器 脈 血

滲 出 液 量 搏

名 測 温 .激 騰

■i/t:!↓ ♪ 量37・3173108-70

■1左 中等 度38.0181118-70一一 一 一…一一 一一一一1一 一一『 レ ー一

■ 左 霜;著 明 、37.3i88115-78

行烈 利 尿 時 左 側疾 患 者ZF均

■ 右1中 等 度13メ.5177!115-45　 コ　 　　　マ 　 　 コ

■ 右 一t明i39.285'1:3575

■ 右11
i轍137 .2刷11帥2i83.6

有無 利尿時右側疾患者李均

有ノ酒利限時フト均

第三項 解熱利尿期

舞蝿1叢

÷

厩5
79.6

832

92.6

81.4

185亙

1(蝿)・

184.5

3例 一一ツキテ ノ測定成績 ノ・循環 血液 景92.6-

79.6耗(平 均84..5-=)一 シテ概 ネ正常値 二復飾

シ正常 下界 ラlliム ル モ ノモア リテ平均値 ノ・有数

乏 尿期 二比 シテ約7%ノ 減少 ナ リ。1虹 漿卸:・・

49.6-35.9琵 ニ シテ コ ノ値 モ 亦 正常値 二 復路

セ リ。 血球 量ノ・47.7-36.7耗 ニ シテ 有熱乏尿
ミ

期 ト大差無 ク血液 量 ノ減 少 ハードトシテ血漿量 ノ

減少 二基 因 ス。循 環時間 ノ・左側例 ノ・10・7-7・0

秒 ニ シテ 促進 シ、 右側例 ノ・11.0-10.3秒 ニ シ

テ正常下城又!・軽度 ノ促進 ナ リ.循 環 商ノ・左側

33.2-22.6,右 側 例26.5-25.4ニ シテ 左側 例

稔t大 ナルモ 搏:出商 ・・左側例0・38-0・31一 シ

テ右側 例0.42-fl.34斗 示 シ左側例 ノ・正常上域

右側例 ノ・稚R増 加 ノ兆 ア リ。 而 シテ循環商、搏

出商 ノ・何 レモ有熱 乏尿期 ヨ リモ正常範園 ナガ ラ

檜加傾 向 アルテ 認 ム。!偲.色 素量15.9-12.9瓦

%、 血清蛋 白量8.7-7.5瓦%ニ シテ 疾患側 ノ

左右 ニ ヨル差 ナ ク、有熱 乏尿期 二比 シテ著 シキ

増減 ナ シ。

熱 利 尿 時

　 　1血 循 循 「血

餐垂離 離 硲
47.9

璽 二(と一越.
45.8

37.0

43.6

49.6

40.7

35.9

42.1

(蝿)

42.8

39.6

頭 ∫
42・GI

逃LO;

7・0

8.8

一蔓 ◎一149二3

解 熱 シ滲出液少量叉 ハ試験穿刺 モ飢 二陰性 トナ

レル左側 疾患4例 、右側疾患6例 ニ ツキ テノ測

定成績 ノ・赤沈速度左側例 ノ・103-8r粍 ニ シテ著

シク促進 セル 例 多 ク、 行側例 ノ・64-44粍 一 シ

テ梢 く促進 テ認 メ、 循 環血液 量 ・・95-75粍 ニ

シテ右側疾患6例 中2例 ニノ、IE常」二界 テ超 エテ

増 加 セル テ認 メ、ZF均 値ノ・ノ1:側例83.9立 毛、 右

40.7

47.711.0

43.810.7

k蝿 ノ1秒 ノ

41.179.8

33.2

27.9

25.4

26.5

26.0

26.9

』r

聾餐鱗
0.31 13.4

一 一一 一
「2
.9

8.7 112
一

一m・ 一虎「 一,,一

〇.38
一雫 一一 一一一

〇.35

8.0 97

15.9 7.5
一一}一 一■一

8.1

40
　匿丁}一一 「一

14.1 83
一 一 一 一 一

0.34
一 　 一 一　 　

14.0
一 占

8.1

13.9 8.6 66
_一 一

250.42 17.6 8.4

0.38 15.2 8.4 46
}一 画一r　 ,F一

粍
68

0.36 (瓦%)14
.6

一層

(瓦%)

8.2

側例88耗(平 均86.4耗)ナ リ。血漿景 ノ・52.5-

41妬(平 均46.8蝿)ニ シテ 大慌正常範囲 ナルモ

右側例 ニ ハ正常値 テ超過 スルモ ノア リテ不均値

ハ有熱利尿 時 ヨ リ再 ビ梢{増 加 セル値 テ示 シ血

球量 ノ・44.7-34蝿ZF均39,6耗 ニ シテ左右側例

共 正常域 内 ニア リ。循環時間 ノ・12.8-9.8秒 ニ

シテ梢U廻 遊 傾向 テ示 シ、循環商 ハ26.8-21.6

一 シテII三常 、搏 出商 ノ・0.42-0・29ら シテ 何 レ
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モ左右疾患側 ニ ヨル差 ナ シ。1虹色素量ノ・15.2-

11.1瓦%、 血清蛋 白量 ノ・9.0-7.8瓦%ナ リ。

此 ノ時期 二於 テノ・赤沈速 度左側例 二於 テ右側 例

ヨ リモ先進 シ1亀液 量及血漿量 ノ、右側例 二於 テ ノll

第3表 解

側側 ヨリモ高値 ナ リ.又 イミ時期 一於 テノ・有熱利

尿 期 二比 シテ循環lm.液 量 就 中1血.漿財曾大 シテ循

環 商 ノ増大 テ示 シ、脈搏 孜孜搏 唱商 二關 シテノ・

著 シキ差異 子認 メズ。

熱 利 尿 時

篇1滲… 識 謙 彗睡撫1総
ト ト

■1/」 モ 少 量a7.0「 ヤ76'110-7086.745.241.510.3

i　 一左 ケ 」}3G.8i93!116-5PR1:0、 歪壁 β 馨.一_一__

■ 元 種 少 量!36.F58j125-7283.0141.2141.8,11・222・o畠i

17「 殆 フ悸 ジ:諭175i碗 ラ1一河.9一:5・.334.6:r一　 初 繭

尿 時 左 側 疾 輪 転 一一一i一一83.9「一頭 「 寵3⑳ 刷23・2二

■ 協 識 穿 刺 陰 性37・0641118一 ラ494・4150・31[

赤
沈
量

鯉
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瓦

)

7

一
〇

一
4

嗜

融∵

遥
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一13
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三
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■1右
■i右

■i右

■ 右

■}右

少 量36.7

中等 量37.0

少 量 36.9

極少量 36.7

娼

…

少

-
与7.・1

44..1i9.8126.8　 　

35.512.8121.610.38
1

0.34

ig二 ↓2.

56x,125-6186.1

墨 一1128-68-8… 琶3.

65!115-7075.0

118-7092.2167

791120-5デ 百;.o「52.542.5110.8

50.6

43.5

41.0

47.5

篁二とL監L一 環_
13.418.6101

1集 、08.545

12.48.oi一 ユ8一

41.8i11.4

3flb』
一1

44..7110.2

26.80.2914.108.7

L一._.:._.

{26.10,391

23.410,30

24・9_i」堕二36

1

12.88.0

14。37.8

13.48.0

-
【

一8

4

一
4

i
T

i
T

一〇

盈
U

解熱利尿時右側疾患番卒均

解熱利尿時季均

88.Oi4,7.6　

1蛇 、1立 毛 植毛)

86.446.839.6

40.4・11.0

、6殆124・41・ ・35

13.518.251

薦 ノ・繭168霧

第四項 恢 復 期

赤沈速度 ノ促進次第 二減退 シ(45-16粍).榮 養

恢 復 シ禮重増加 シツ ・アル左f艮嫉 患1例 、1丁側

疾患4例 二 ・ソキテ ノ測 定成績 ・・循環血液;}ll:87.9

-70 .7耗 、!ド均81.4琵 、(左 側例78.7、ll側 例

82.1妬)、 血漿量48.2-39.5立 毛、李均42.9妬 、

血球量47.6-31.2姥 、≧ド均38.5琵 ニ シテ解熱利

尿期 二比 シテ血漿量ノ・減 少 シテ概 ネ正常 値下界

ラ示 シ血球量 モ2例 二 ・・正常値 下域 以下 二減 少

第4表

サ認 メ タ ル モー 般 二 ・血 漿 量 ノ減 少 度 二比 ス レ

バ 軽 微 ニ シ テ 血 球 量 ガll且漿 量 値 子凌 駕 セ ル モ ノ

2例 ナ リ.循 環 時 間 ・・12.{,_g.8秒 ニ シ テ鞘 ヒ

促 進 ス ル モ ノ多 ク循 環 商30.4-22.、 ・ト均25.3

一 シ テ 概 ネ 正 常 上 値 ナ ル モ 搏 出 商 ハ{1.42一

(1.35、ZF均0.37一 シ テ宿取 増 大 セル 傾 向 ア リ。

又 血 色 素 一1':ノ・15.1-12.2瓦%、 甑 青蛋 白 量 ・・

9.3-7.7瓦%ニ シテ 何 しモ 比 較 的 高 値 斗示 ス

モ ノ多 シ。

恢 復 時

氏

名

■■ 一r

患

側

左

右

下

滲出液量

2噂_ジ

循
環
商

(秒
)

循

環
時

(耗
)

血
球

量
へ蛯
)

血
漿
量

、耗

一

血
液
量

血

腫

脈
搏
敷

盤

温

右

右

,36・9 86

61

73謂
儲束

ジ

穿識

ナ
65洛36シ透ドシ殆

警藩 鶴 性!36・7
72

114-6278.7

123-59183.5

血

量彗
　　 　 　と

4,4,.53iL2

描
出
商

48.2!35.312.OI22.1iO.3612.27.7

135-8587.940.347.610.4…30.40.42

125-5`70.739.531.2

122～7486.241.844.4

82.142.539.6

頃毛(立 毛 ・

81.442.938.5

10.5123.6

9.825.2

;嬰鷺議
一4堅一一」墜β一 粒

一一45_

15.19.3
_29

0.3612.57.918

0.3514.9 ,8.216

恢復期右側疾患者ZF均 10.725.30.37』13.78.127

恢 復 時 季 均
(立毛'「

、6樗25・3・ ・371k髭 ♪1(鷺 ノ・28粍
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本時期 二於 テノ・血漿 量 ノ減 少、「ヘマ トク リ,ト 」

値 ノ増加 ト共 二血色 素量増 加、!価 青蛋 白ll}ノ堀1

方形 來 シ血液 一般 ノ濃縮 予示 セ リ。

第五項 再燃例及悪化 例

ノ・「レン トゲ ン」像 二血行性播種像 ・チ示 シ來

リテ悪化 セル例、 ノ・再 ビ滲 出液増 加 シ発熱

シ來 レル例 ニ シテ血漿量及循環lllL液量 ノ、1恢復期

ノ諸例 二認 メタル如 キ減 少 テ示 サ ズ シテ血液 量

83.5及80。3L毛 、1紅型度量46.1及4・1.7立 毛ナ リ、

第5表 再 燃

血球 量 ハ38.6及37.4ニ シテ正常値 下界 ヲ・示 セ

リ。循 環時間10.3秒 、循 環商22.1、 搏 出商0.28

一一シテ何 レモ 正常 下城 テ示 シ血色素量 ノ・13.7

及12,3瓦%ニ シテ 正常値下域 ニ ア リ血 清蛋 白

量 ・・9.1及8,1!・ 〔%ニ シテ正常値 上界 ナ リ。赤

沈速 度 ・・57八48粍 ニ シテ木 時期 二於 テノ・血i漿

量術減 少 セズ シテ血色素及 血球 量 ノ減 少傾向 テ

示 シ捕 出llll小ナ リ。

時、 悪 化 時

氏1患}艦
滲出液量i

名 側 温

■ 左1艦 種輿竺6→

阻 左 降縣 再37・57912・ 一72

脈 血:血 血 櫨 …循

環 腿 「海 難 壌垂:艶,
　

忌・12か83匝li4611一 晦!ヨ
ー-

8・ ・3i41・ ラ138・611・ ・31

・再 燃 悪 化 時2ド 均
81雪i43疇 ＼i3轟一

循
環
商

ゑ.1

16愁)i22.1

赤
騰

黒

髭
認

纂

㎞
.嚇

量

(
瓦
)

血
色
素

搏
出
商

へ　

伽

響
髭
一ド

一

一
銘

銘

0

0

第二節 肋膜炎 ノ経過 ト循環血液量

肋膜 炎 ノ各時期 二於 テ観察 ヒル成績 ノ・個 々 ノ症

例 ノ経 過 テ観察 スル トキ術一暦 著明 ナ リ。 自P速

カニ治癒 セル第1例 、 第3例i第4例 、第8例 、

第9例 二於 テノ・有熱乏尿期 ヨリ利尿期 へ更 二解

熱 期而 シテ恢復期 ヘ ノ循環血液lll:ノ攣 化 ノ・何 レ

'モ著明 ナ リシモ ソ ノ経過緩慢 ニ シテ治癒 不充分

ナ リシ第5例1第6例 二於 テノ、循環」餌 伎量 ノ攣

化 モ亦著明 ナ ラズ。爾後 二血行播種 ヲ・起 シタル

第2例 ノ・血液量 ノ減 少 テ認 メズ、月.ヅ同時 二貧

血 ヲ・惹起 セ リ。 第7例 二於 テノ・5月22日 ノ～則定

循環 血液 量79.6耗 ニ シテ 減 少 テ示 セル 事 二封

シテノ・ソノ傲 「]前ヨ リ「ヂギ タリス」葉末計0.75

瓦投 與 セ ラレアリ シラ考慮 スベ キナ リ。 本例 ハ

後 二再 ビ滲 出液 ノ増 加 テ來 シ血漿 量 ノ減 少起 ラ

ズシテi寧 ロ血球 量減少 シ、貧血 テ 合併 シ來 レ

リ。

第6表 滲 出 性 肋 膜 炎 ノ環 循 血 液 量

番1氏 名 患

制 年 性i側

測

定

月

日

脈

撞

数

艦

温

〔度

・

摘

要

血1罐 讐 騨
…5悪難

魅1繋 繍 嘩:ト(;時褻1ク乙;閏秒 師 睡

赤
沈
速
度
禰

(瓦

%
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血

清

蛋

白

(瓦

%
㌧

血

色

素

鼠

捕

出

商

i■i8/V郁 乏 尿37・81851109-6848421088・7i46・3'42・447・ び9・028・1rl塗3・ 些P童5エ21
18男1左32111f讐器1灘llll黙ll…lillllll…1響i塑 環鎧

18/V皿 有 熱 乏 尿38.6/7122-6249475097.6,52,445.246.4:10.626.g lO.3513.97.5i65

・暴 左11影1籍鐙 墨 醤豊郷雛i毒;鐡雛欝螺鐘i彗羅

　

1■
3}

i19男

　 ロ 　 　 　

i右20/Q皿i有 熱 利 尿X38.5一 互 型5-404τ 竺 ラ9勉 艘 塾61竺 」0146・610・325.40・3414・08・11
129/V皿i解 熱 期37

.0'6411R-7446437094.450.3'44.146.59.8126.810.4214.08.J45
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一
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1
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1
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376081.045.7.35.343.81 i :13 .1 9.1112
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一一
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■
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「
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一一}一 一
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一

一一 一一
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1

一一
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19男 右
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,熱i和」尿36.9 65 115-70 57,

'428075
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2 110.523.60.3612.5 7.9
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9

1
1■
18男 右

一 一

31/X解 熱 利 尿36.7 67 118-70 4忌
II,、i

444092.247.54L748.510.226.1 ,0.3914.31 54

6/XI'15矢 復 某月36.7 72 122-74
:
48

一一一 一一 一一}一 一

4125只6,241,844.1151.5
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9.8125.20.3514.9, 8.2} 16

第二章 総括虹二考按

肋膜 炎有熱乏尿期 二於 テハ循環血液量平均91.3

妬 ニ シテ就 中血漿 量5(1.1耗 、 即両者何 レモ 正

常値 上域迄増 加 テ示1'リ.循 環時間ZF均10.6

秒 、循環商李均26.9ニ シテ、 左側例 ノ・循環商

28・6,右 側例24.3ニ シテ 左側例梢 く大 ナ リ。

井早(1㌧・コ ノ日棚 雲分時途血量増加 テ認 メ、 えlj

谷(15ワ、循環 時間 ノ遅延 テ ミ、且ensen「ll及Staρ 一

helm1"ノ ・血歴 上昇 テ認 メ 中稻"1'㌧・低 血腿 テ報

ゼルモ著者 ノ例 二於 テノ、循環血液}ll:ノ増 加 ニョ

リテ循 環商 ノ梢{増 大 シ井早 ノ所 見 ニ一致 シタ

ル結果 テ得 タルモ 循環時間ノ・1例 ノ13.5秒 イ

除 ケバ9.0-10.6秒 ニ シテ寧 ロ促進 シ、 血.1腿・・

異常 ナル ト昇叉 ・・下降 セル例 ナ シ。 本時期 ノ搏

出商 ノ・平均0.32∴ シテ 他 ノ 時期 二比 シテ秤B

小 ナルノ・此 ノ時期 ノ諸例 が一般 二滲 出液}ll=多ク

爲 二心臓 ノ移動起 り静脈血 ノ心臓 ヘ ノ復路 が妨

ゲ ラレタル爲 ナ リ ト思惟 サル。從 ツテ樽 出商 ノ

過少 ナル時ノ・滲 出液 テ速 カニ除去 へ1L=t通 常 ナ

リ トス〈ごキカ。

有熱利尿期 二於 テ循環血液 量ノ・∠卜均84.5耗_

シテ乏尿期 二比 シテ約7%ノ 減 少=F來 シ而 シテ

コノ減少 が血漿 量 ノ正常値 ヘ ノ復路 ニヨ リテ起

レル事 ・・肋膜 炎 ノ此 ノ期 二於 ケル利尿 が肋膜 炎

滲出液 ノ移動 ニ ヨ,レモ ノーア ラズ シテ年 回全身

水分代謝'ノ攣調 一基 ク事 テ示 λガ如 シ。若 シ滲

出液 自身 が吸収 サ レテ利 尿 与薬 一人モ ノ トス レバ

此 ノ時期 二於 テ血漿 量ノ・寧 ロ増加 セザルベ ヵラ

ベ。此 ノ/11hノ・Nonnenbruch21・ 及Sylla(20)等 が

滲出機軸 ト全身水分代謝 ノ間 二關係 ナ シ ト述;ペ

タル事 實 テ裏111:セル モ ノトィフベ シ。前述 ノ如

ク弟7例 ハ有無利 尿時 二循環血液量 ハ正常 下域

ノ値 ・79.6妊}チ 示 セルノ・「ヂギ タ リー勺 葉 末投

與 一 ヨリ11=ト1000-800耗 ノ利尿 ア リテ血液

量 ノ減 少 セ ・しモ ノニ シテ而 カモ本例 ノ・當 時著 明

ナル肋膜滲 出液 アリシ事ノ・滲出機縛 卜全 身水分

代謝 ノ・ソノ機轄 二就 テ ハ無関係 ナ・レ事 ・・示 一へ好

適例 ナル'ご シ。

解熱 後次 第 ∴滲出液消 失.㌃ル時期 二於 テ循 環血

液"r書1:ハ・F均86.4耗 ニ シテ 再 ビ…過性 二 有熱利
の

尿期 ヨ リモ増 加 テ示 セ リ。此 ノ時期 二於 テ ハ恐

ラク始 メテ滲 出液 ノ移動 起,しモ ノニ シテ若 シ此

ノ時期 二於 テ臨休 的 二滲 出液 ノ吸収遅緩 シうぐ・・

吸収 充分 ナ ラズ利 尿剤 斗用 ヒテ之 ・・促進 一礼ルラ

通 常 トセ リ ト云 フベ シ。



1454 岩田=肺 結核及滲出性肋膜炎二於ケル循環血液量二關スル研究 【第16巻

更 二恢復期 二於 テ ・殆 ン ド総 ベ テ ノ有聚蕨 患 ノ

恢復期 二認 メラル ・ガ如 ク脈搏緩徐起 リ循環 血

液景減少 シテZF均81.4妬 トナ リ、 循環商減 少

シ血 清蛋 白量檜 加 ス.此 ノ時期 二於 テ注意 スベ

キノ・循環血液 量ノ… ノ∫二於 テ減 少 一なル ト共 二他

方 ニノ・有熱時 ノ毒素作用 ニ ヨリ心筋 ノ障碍 ザ蒙

リ シ後 ナルヲ以 テ循環 系ノ・不安定 ノ}伏態 ニ アリ

ト云 フ 〈ごク、從 ツテ 急激 ナル 離 休乃至蓮 動 ハ

「ショック」テ誘考産シヤ スキモ ノナ リ。

若 ジ叉更 二再 ビ滲 出液 ノ増 加蕨熱 ニヨリ再燃 斗

來 シ、 又・・血行播種 等肺 結核 悪化 テ來 セバ恢復

期 二認 メ ラル ・価夜量 ノ減 少 テ來 サ ズ宛 モ第一・

結

24歳 乃 至18歳 ノ男子滲 出性肋膜 炎患者14例 一

ツキテ30同 二亙 リソ ノ維過 テ追 フテ 循環血液

量、循環時間等 ラ 測定 シテ次 ノ結論 二到達 セ

リ。

1.循 環血液量及循環 時間 ノ・肋膜 炎各時期 ノ患

者 二於 テ特 二著 シク正常値 ヨ リ増減 セル値 テ示

セル例 ナ キモ、有熱乏尿期 二於 テノ・循環 ω 夜量

97.6--8512琵 、李均91.3耗 、rtlt漿i量54.5-42.1

琵 、ZF均50.1耗 ニ シテ共 一正常値 上界 叉ハ ソレ

以 上 ノ値 テ示 スモ ノ多 ク循環商29・0-21.6、 ント

均26.9ニ シテ梢 く増 大 シ榑 出商 ハ0.35-0・28

ニ シテ寧 ロ止常下界 みア リ。

2.有 熱利尿期 ニノ・滲 出液 ノ多少 ニカ ・ハ ラズ

血漿量乏尿期 一 比 シテ 正常値 二復蹄 シ來 リ,

循 環血液 量92.6-79.6耗 、Zls「・均84.5耗 、血漿±'i:"

49.6-35.9耗 、Z卜均42.8妬 トナ リ正 常値 下界 二

達 スル モ ノモ アリ。 即此 ノ時期 ノ利尿 ノ・滲 出機

轄 トハ恐 ラクハ無關係 ナル利尿 ト思惟 サル。循環

商 ノ、左側例33.2-22.6、 右側例26.5-25.4、 榑

出商 左測例0・38-O・31・ 右側例0・42-0・34-=

シテ循環商 ノ・左側例寧 ロ租 ≧大 ナル モ、搏 出商

ノ・右側例 二於 テ大 ナル テ認 ム。

3.解 熱 期 二於 テノ、再 ピー過性=一血漿 量 ノ増 加

テ來 シ循環血液 量95.0-75.0妬 、李均86.4妬 、

報肺結核 ノ循環血液 量 ノ研 究 二際 シテ肺結核悪

化 ノ際 二観察 セ シガ如 ク循環血液 量 ノ檜加就 中

血漿 量 ノ檜 加 テ再 ビ招來 シ、貧 血 ノ合併 シ來ル

モ ノナ リ。

以1ニ ノ事實 ヨリ親 レバ肋膜 炎 二於 テ ソノ維過 ラ

追 フテ循環血液 テ測定 ス レバ ソノ豫後判定 ノー

助 トナ リ、治療 方針 ノ決 定 ニモー参考 トナ λテ

得 ベ シ。而 シテ滲 出液 吸敗後 術1血漿量 ノ増大 ア

リテ赤沈速度 ノ減 少'声認 メザルモ ノニア リテノ・

肺結核合併症 ヲ有 スベ キテ考慮 シ豫後 不良 トナ

ラザル様警戒 二努 ムベ キモ ノナ リ。

論

血 漿 量52.5--411E、Zド 均46.8立 毛ナ リ、之 滲 出 液

ノ吸 牧 行 ノ・・レ ・時 期 ト思 惟 サ ル 。

4・ 恢 復 期 一 於 テ ノ、循 環 血 液 量87.9--70.7琵

・卜均81 ・4妬 、血 漿 量48.2-39.5耗 、・卜均42.9

耗 ニ シ テ 血 球 量 ノ・血 漿 量 二比 シテ 減 少 少 ク循 環

時 間 ハ12・0-9.8秒 ニ シテ 促 進 傾 向 ヲ認 メ循 環

商30・4-22.1、zド 均25.3テ 示 シ、搏 出 量 ノ・0.42

-0 .35、ZF均0.37ニ テ 梢 ミ埆 加 テ示 セ リ。 且 此

ノ時 期 二 於 テ ノ・血 清 蛋 白 量 梢 」 曾 大 ス'・ 傾 向

ア リ^

5・ 悪 化再燃 入ル諸例 二於 テノ・再 ビ血 漿量 ノ増

加 ト血球 量 ノ減少 ラ起 シ貧血 テ合併 ス。

6.滲 出性肋膜 炎時 ニ ソノ経過 テ追 フテ循環血

液 量及 循環 時間 テ測定 ス レバ豫後判定 ノー助 ト

ナ リ・治療 方針決 定 ノー参考 ト爲 ス コ トテ得。

(本論文 ノ要 旨ノ・昭和11年 第14同 日本結核病

學會 二於 テ蕨 表 セリ)。

欄筆二臨 ミ終始御懇篤ナル御指導御校閲テ辱 フ

セル恩師坂口教授、茂在助教授、稻田講師二満

腔 ノ謝意テ捧ゲ、測定方法 ノ教示 テ仰 ギシ金井

朋中學士二深謝 シ、種々便宜 テ與 ヘラレタル轡

局同僚諸兄二敬意 ト謝意 ヲ表 ス.
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